
ＰＢＳ実践に役立つ資料集

令和５年２月

吉野川市教育委員会教育研究所
吉野川市特別支援連携協議会ＷＧ





【PBSの実施において】
          記録をとるメリット
なぜ記録をとる必要があるの？

　　本当に指導が効果があったのか確認（証明）する。
　　　→　教員：「指導に対して責任を持つ」

　　　→　児童生徒：「間違った指導を受けないための権利」　

記録をとることのメリット
　・指導目標が達成できたか客観的に評価できる。
　　→学習評価の基本。児童生徒にどういった力が身についたか学習の評価を的確に捉える

　　　ことができる。指導と評価の一体化につながる。

　・具体的な指導目標の設定および見直しができる。

　　→指導前に記録をとることで，現状の実態把握

　　　ができ，具体的な指導目標を設定できる。（課題分析参照）

　　→中止基準を決めておくことで，指導目標の見直しができる。

　・指導方法の効果が分かる。

　　→指導の効果の有無を迅速かつ的確に把握できる。

　　→効果がある場合，有効な指導方法が分かり，他の場面でも応用できる。

　　→効果がない場合，どの過程でつまずいているのか理解しやすく，指導に役立てやすい。

　・教員が毎回同じ指導方法で指導できる。

　　→教員自身が指導方法を再認識することで，

　　　過不足ない適切な支援を行うことができる。

　　（毎回やり方を変更することは、毎日薬をかえるようなもの。不必要な支援にも注意。）　

　・関係する教員，保護者との共通理解ツールとして使用できる。

　　→困難な時はみんなで励まし合い、

　　　できたときは喜び合うことが大切。

　　→教員間で同じ指導方法で一貫した支援を行うことができる。

　　→共通ツールを使うことで，教員間の協議がスムーズにできる。

　　→保護者への説明において，共通理解ツールとしても使用できる。　

　・児童生徒に評価を具体的・視覚的にフィードバックできる。

　　→具体的，視覚的にフィードバックすることに

　　　より，児童生徒がどのように行動すれば良いのか

　　　理解できる。

　　→児童生徒自身で自己評価することにより，目標を意識して行動することができる。

　　　　☆記録の継続が重要！簡単で継続しやすい記録方法や記録用紙を使ってみよう！　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（作成：鳴門教育大学　特別支援教育コース　坂口純子）

できた？
できなかった？

ここでつまづいているのか！
指導目標や方法を変えてみよう

この指導方法は効果有り！
他の場面でも使ってみよう

　（関係する教員で記録を見ながら）
□はできるようになったね。次の支援は‥

まずは，一人でできるか
どうか声かけせずに待ってみよう

　目標達成まで後○回！
□がよくできるようになったね

指導の答えは，
子どもが持っているよ
記録を分析して
子どもから学ぼう！
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課題分析

4月19日 4月20日 4月21日

× × ×

○ ○ ○

× × ×

× × ×

○ ○ ○

4月22日 4月25日 4月26日 4月27日 4月28日 5月6日

1 2 3 3 3 3

1 2 2 3 3 3

2 3 3 3 3 3

得点 4 7 8 9 9 9

目標 → ごほうび

   実態：登校後の準備が1人でできない

行動

教科書や筆箱を机に入れる

水筒をカゴにおく

提出物を出す

宿題を出す

カバンをロッカーに片付ける

   目標　登校したら、宿題をカゴに入れる
　　　　　（ＡＢＣ分析のＢ「望ましい行動」，課題分析から絞り込んだ目標）

行動

カゴの近くにかばんを持ってくる

かばんから宿題を出す

宿題をカゴに入れる

９点を３回とることができる 宿題なし券を１枚もらえる

水筒をカゴにおくことはできて

いる。かばんを背負ったまま

水筒を置いているようだ。宿題

や提出物もかばんを持ったま

ま動いて、カゴに入れるように

すれば、できるかも…（ＡＢＣ

分析のＡ「きっかけ」の変更）。

まずは、「宿題をカゴに入れ

る」を目標にしてみよう。

・様々な行動からなる課題を細かなステップで書き下すこと。

　→どの過程でつまずいているのか理解しやすく、教え方の工夫ができる。

・目標設定時や実践中に上手くいかないときに課題分析をするとよい。

＊抽象的な目標を具体的な目標に書き下す時にも使用できる。

児童生徒が「またやってみよう！」と思えるような褒め方を

考えることが大切。本人と一緒に決めるのもGOOD！

児童生徒にも分か

りやすいように具体

的に目標を設定す

る。

○‥１人でできる　                

×‥できなかった

３点‥１人でできる　                ２点‥先生の声かけや指さしでできる

１点‥先生と一緒にできる　　   ０点‥できなかった

スモールステップで得点を設定。

→支援の度合い（１人で，声かけで等）や

達成度で得点を設定する。

宿題プリントをどこに入れたか覚えてい

ないようだ。連絡ファイルに宿題を入れ

る封筒を貼ってみよう（ＡＢＣ分析のＡ

「きっかけ」の変更）。

もう少し定着したか様子を見て，次は「提出物を出す」を目標にしてみよう。

だんだん1人で登校後の準備ができるようにしていこう。

達成できたこと

を，子どもと一

緒に確認し，承

認・賞賛する

（ＡＢＣ分析の

Ｃ「子どもにとっ

て良い結果」）。

目標・価値・行

動のひもづけ

が大切！

ＡＢＣ分析のＣ「子どものとってよい

結果」→行動の強化につながる。
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目
標
設
定
Ａ

指
導
期
間
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
（
　
　
　
）
～
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
（
　
　
　
）

子
ど
も
の
名
前

担
任

指
導
の
手
続
き
作
成
フ
ォ
ー
ム

三
田
地
真
実
・
岡
村
章
司
（
２
０
１
９
）
「
指
導
の
手
続
き
作
成
フ
ォ
ー
ム
」
を
基
に
作
成
　
（
典
拠
：
「
保
護
者
と
先
生
の
た
め
の
応
用
行
動
分
析
入
門
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
）

①
具
体
的
な
「
さ
せ
た
い
行
動
」

A:
き
っ
か
け
（
直
前
）

●
い
つ
，
ど
こ
で
，
誰
と
，
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
　
な
ど

掃
除
の
時
間
に
　

B:
さ
せ
た
い
行
動

一
人
で
机
拭
き
を
す
る

C：
結
果
（
直
後
）

⑤
で
き
た
と
き
の
ほ
め
方

（ほ
め
る
頻
度
＝
強
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

拭
き
始
め
や
途
中
で
，

「丁
寧
に
拭
け
て
い
る
ね
」

最
後
の
机
の
時
に

「雑
巾
が
真
っ
黒
だ
ね
。
机
の
汚

れ
が
吹
き
と
ん
で
い
た
ね
。
」

で
き
た

②
「さ
せ
た
い
行
動
」
を
教
え
る
場
面

誰
が
（か
か
わ
る
人
）

支
援
員

学
級
担
任

い
つ

掃
除
開
始
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
ら

ど
こ
で
（
教
え
る
場
面
）

教
室

③
「さ
せ
た
い
行
動
」
を
引
き
出
す
た
め

の
具
体
的
な
指
示
や
て
が
か
り

環
境
の
工
夫

机
の
上
を
片
付
け
て
お
く

仲
が
良
い
友
達
と
分
担
す
る

こ
と
ば
か
け
・提
示
す
る
も
の

「机
拭
き
を
し
よ
う
！

机
拭
き
の
雑
巾
を
持
っ
て
き
て
！
」

準
備
す
る
も
の

雑
巾
・手
順
書

で
き
な
い

④
「さ
せ
た
い
行
動
」
が
で
き
な
い
と
き

　
の
援
助
の
仕
方
（
プ
ロ
ン
プ
ト
）

a)
　
机
を
拭
く
モ
デ
ル
を
示
す

　
　
「ど
う
す
る
ん
だ
っ
け
？
」
と
　

b)
　
声
を
か
け
，
思
い
出
さ
せ
る
。

c)
　
机
を
指
さ
す

d)
　
一
緒
に
行
う

e)
　
手
順
書
（
視
覚
的
支
援
）

⑥
「さ
せ
た
い
行
動
」
の
達
成
基
準

（例
：
連
続
10
回
で
き
た
ら
O
K
）

一
週
間
毎
日
，
全
て
の
机
を

拭
く

残
念
、で
き
な
い

で
き
た
！

お
め
で
と
う
！次

の
課
題
へ
！

手
続
き
に
戻
っ
て
順
に
見
直
し
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

最
初
に
試
す
の
は
（
 

e 
）

で
き
な
い
と
き
は
変
更
す
る

で
き
た
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目
標
設
定
Ｂ

子
ど

も
の

名
前

（
）

担
任

（
）

〈
○

の
状

況
〉

　
　

　
　

　
＊

問
題

の
な

い
状

況
な

の
は

ど
ん

な
と

き
か

に
つ

い
て

記
入

す
る

〈
△

の
状

況
〉

　
　

　
　

　
  ＊

困
っ

た
状

況
な

の
は

ど
ん

な
と

き
か

に
つ

い
て

記
入

す
る

〈
支
援
方
針
〉

事
例

検
討

シ
ー

ト

〈
い

つ
△

の
状

況
が

起
き

た
か

〉

〈
成

果
の

見
届

け
〉

△
の

状
況

が
起

き
た

日
に

印
を

付
け

る
〈

支
援

方
針

〉

平
澤

紀
子

（
2
0
2
0
）
「
事

例
検

討
シ

ー
ト

」
を

基
に

作
成

（
典

拠
：
「
実

践
障

害
児

教
育

」
2
0
2
0
.5

月
号

）

機
能

□
要

求

□
注

目

□
逃

避
（
回

避
）

□
自

己
刺

激

□
そ

の
他

担
任

が
気

に
な

る
こ

と

・
キ

レ
や

す
い

→
友

だ
ち

に
「
う

る
さ

い
」
と

言
う

子
ど

も
の

よ
さ

や
好

み

・
漫

画
を

見
る

こ
と

・
ル

ー
ル

を
守

る
こ

と

保
護

者
の

要
望

・
ち

ょ
っ

と
し

た
こ

と
で

怒
る

・
穏

や
か

に
な

っ
て

ほ
し

い

Ｂ
：
行
動

・
課

題
や

運
動

に
取

り
組

む
＊

「
～

し
な

い
。」

（
否

定
形

）
 

　で
は

な
く

，肯
定

形
で

書
く

Ｃ
：
結
果
（
直
後
）

・
で

き
る

  
  
 ・

ほ
め

ら
れ

る

＊
本

人
に

ど
の

よ
う

な
メ

リ
ッ

ト

  
 が

あ
る

の
か

記
入

す
る

①
△

の
状

況
の

Ａ
を

変
え

る

・
時

間
割

で
に

ぎ
や

か
に

な
る

活
動

を
確

認
し

て
お

く

②
△

の
状

況
の

Ａ
に

，○
の

状
況

の
A

の
要

素
を

取
り

入
れ

る
　

・
仲

よ
し

と
の

ペ
ア

に
す

る
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
騒

々
し

く
な

い
場

所
で

着
替

え
る

③
△

の
状

況
の

B
に

つ
い

て
，望

ま
し

い
行

動
を

教
え

る

・
「
静
か
に
ね
」
と
友
だ
ち
に
言
う

Ｂ
：
行
動

・
友

だ
ち

に
「
う

る
さ

い
」
と

言
う

＊
「

～
し

な
い

。」
（

否
定

形
）

 

　で
は

な
く

，肯
定

形
で

書
く

Ｃ
：
結
果
（
直
後
）

・
友

だ
ち

が
黙

る

＊
本

人
に

ど
の

よ
う

な
メ

リ
ッ

ト

  
 が

あ
る

の
か

記
入

す
る

４
月 月

火
水

木
金

1
2

3
6

7
 △

8
 △

9
1
0

1
3
△

1
4

1
5
△

1
6
△

1
7

2
0

2
1
△

2
2

2
3
△

2
4

2
7

2
8

2
9

3
0

５
月 月

火
水

木
金

1
4

5
6

7
 △

8
1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
8

1
9
△

2
0

2
1

2
2

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

日
課

月
火

水
木

金
登

校
朝

の
会

1
時

間
目

休
み

時
間

△
2
時

間
目

△
体

休
み

時
間

△
3
時

間
目

休
み

時
間

△
4
時

間
目

△
体

給
食

昼
休

み
△

△
△

掃
除

5
時

間
目

休
み

時
間

△
6
時

間
目

△
体

帰
り

の
会

放
課

後
下

校

Ａ
：
き
っ
か
け
（
直
前
）

・
授

業
中

 ・
仲

よ
し

と
の

ペ
ア

活
動

・
騒

々
し

く
な

い
場

所

●
い

つ
，ど

こ
で

，誰
と

，何
を

し
よ

う
と

し
て

い
る

と
き

　 

  
 な

ど

Ａ
：
き
っ
か
け
（
直
前
）

・
体

育
の

時
間

，
順

番
待

ち
の

と
き

・
昼

休
み

の
ざ

わ
ざ

わ
し

た
教

室

・
着

替
え

の
と

き
、

周
り

の
友

達
の

  
お

し
ゃ

べ
り

で
う

る
さ

く
な

っ
た

と
き

●
い

つ
，ど

こ
で

，誰
と

，何
を

し
よ

う
と

し
て

  
  

い
る

と
き

　な
ど
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目
標
設
定
Ｃ

困
っ

た
行

動

戦
略

シ
ー

ト
子

ど
も

の
名

前
担

任

B：
行

動
C:

結
果
（

直
後

）

望
ま

し
い

行
動

結
果

の
工

夫
（

強
化

の
手

立
て

）

中
止
基

準
に
達
し
た
場
合
（
望
ま
し
い
行
動
が
増
え
な
か
っ
た
場
合
）

（
記
入
例
） A:
き
っ
か
け
（
直
前
）

き
っ

か
け

の
工

夫

井
上

雅
彦

（
2
0
1
5
）
「
ス

ト
ラ

テ
ジ

ー
シ

ー
ト

」
を

基
に

作
成

　
（
典

拠
：
「
家

庭
で

無
理

な
く
対

応
で

き
る

困
っ

た
行

動
Ｑ

＆
Ａ

－
自

閉
症

の
子

ど
も

の
た

め
の

Ａ
Ｂ

Ａ
基

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
）

●
い

つ
，

ど
こ

で
，

誰
と

，
何

を
し

よ
う

と
し

て
い

る
と

き
？

●
生

じ
な

い
と

き
が

あ
れ

ば
赤

字
で

記
入

 
 
 

   
   

   
   

  
　②

＊
多

く
の

き
っ

か
け

の
場

面
を

記
入

す
る

＊
困

っ
た

行
動

が
生

じ
な

い
と

き

　=
望

ま
し

い
行

動
が

生
じ

や
す

い
環

境
条

件

●
具

体
的

に
記

入

 
 
 

   
 

 ①
＊

「
～

し
な

い
。」

（
否

定

形
）

で
は

な
く

，肯
定

形
で

書
く

（
例

：掃
除

を
し

な
い

で
友

達
と

話
す

）

□
要

求
　

□
注

目
　

□
逃

避
（
回

避
） 

□
自

己
刺

激
 □

そ
の

他

　
　

　
　

　
　

　
　 

  
  

  
  

  
  

 ③

＊
ど

の
よ

う
な

機
能

（
本

人
に

と
っ

て
の

メ
リ

ッ
ト

）
が

あ
る

の
か

記
入

す
る

□
困

っ
た

行
動

が
起

こ
ら

な
く
て

済
む

た
め

の
工

夫

□
望

ま
し

い
行

動
が

起
こ

る
た

め
の

工
夫

※
環

境
，

手
が

か
り

，
声

か
け

，
課

題
の

工
夫

，
提

示
 

方
法

等

 
 
 
 

   
   

  　
⑤

＊
ど

ん
な

状
況

や
手

立
て

が
あ

れ
ば

，

望
ま

し
い

行
動

が
起

こ
り

や
す

く
な

る

の
か

記
載

す
る

□
指

示
に

従
う

ス
キ

ル

□
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル

□
余

暇
ス

キ
ル

　
□

そ
の

他

　
　

　
　

  
 ④

＊
本

人
を

主
語

と
し

，具
体

的
・

肯
定

的
に

記
入

そ
れ

で
も

困
っ

た
行

動
が

生
じ

た
場

合

□
ほ

め
こ

と
ば

　
□

ご
ほ

う
び

　
□

好
き

な
活

動
 □

ト
ー

ク
ン

シ
ス

テ
ム

　

□
そ

の
他

　
　
　

　
　
　
　

  
  
 ⑥

＊
望

ま
し

い
行

動
が

で
き

た
と

き
に

，ど
の

よ
う

に
強

化
す

る

（
ほ

め
る

）
の

か
を

記
入

□
成

功
に

導
く
手

立
て

　
□

ク
ー

ル
ダ

ウ
ン

　
□

そ
の

他

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

⑦
　　

＊
上

手
く

い
か

な
か

っ
た

と
き

の
手

立
て

を
記

入

　
き
っ

か
け

の
工

夫
，

望
ま

し
い

行
動

，
結

果
の

　
工

夫
を

見
直

す
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PB
S 

委
員
会
用

松
山
　
康
成
　
行
動
支
援
計
画
シ
ー
ト
を
基
に
作
成
　
典
拠
：
h
tt
p
s:
/
/
ya
su
n
ar
im
at
su
ya
m
a.
jim
d
o
fr
e
e
.c
o
m
/
w
o
rk
sh
e
e
t/

め
あ
て
 
く
つ
ば
こ
を
き
れ
い
に
つ
か
お
う

ご
う
か
く
し
た
ご
ほ
う
び

み
ん
な
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
た
い
か
い
を
す
る

望
ま
し
い
状
況
の
写
真
デ
ー
タ
を

貼
る

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

・
く
つ
は
そ
ろ
え
て
い
れ
よ
う

・
く
つ
は
く
つ
ば
こ
に
い
れ
よ
う

・
み
ど
り
の
し
ば
ふ
で
ぬ
ご
う

全
体
に
対
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｓ
（
１
層
支
援
）

の
記
録
に
向
い
て
い
ま
す
。

ひ
づ
け
（
月
/日
）

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

1
0
/
5

1
0
/
1
2

1
0
/
1
9

1
0
/
2
6

1
1
/
2

1
1
/
9

1
1
/
1
6

1
1
/
2
3

1
1
/
3
0

が
ん
ば
り
グ
ラ
フ

（
％
）

あ
か
い
せ
ん
の

う
え
に
３
か
い

き
た
ら
、
ご
う
か
く

ど の ぐ ら い で き た か
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PB
S委

員
会
用

松
山

　
康

成
　

行
動

支
援

計
画

シ
ー

ト
を

基
に

作
成

　
典

拠
：
h
tt

p
s:

/
/
ya

su
n
ar

im
at

su
ya

m
a.

jim
d
o
fr

e
e
.c

o
m

/
w

o
rk

sh
e
e
t/

め
あ

て
　

く
つ

ば
こ

を
き

れ
い

に
使

お
う

得
点

５
点

…
１

２
０

～
１

５
０

人
　

４
点

…
７

６
～

１
１

９
人

　
３

点
…

４
６

～
７

５
人

　
２

点
…

１
６

～
４

５
人

　
１

点
…

１
～

１
５

人

達
成

基
準

５
点

に
１

４
回

以
上

な
っ

た
ら

，
達

成

達
成

し
た

ご
ほ

う
び

全
校

で
ド

ッ
ジ

ボ
ー

ル
大

会
を

す
る

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

・
く
つ

は
そ

ろ
え

て
入

れ
よ

う
・
く
つ

は
く
つ

ば
こ

に
入

れ
よ

う
・
緑

の
し

ば
ふ

で
ぬ

ご
う

5  4 　 3 　 2 　 1  0

（
点

）

全
体

に
対

す
る

Ｐ
Ｂ

Ｓ
（
１

層
支

援
）

の
記

録
に

向
い

て
い

ま
す

。

得 点

望
ま

し
い

状
況

の
写

真
デ

ー
タ

を
貼

る

１
２
／
１
 
１
２
／
２
 
１

２
／

５
　

１
２

／
６

　
１

２
／

７
　

１
２

／
８

日
付
（
月
/日
）
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めあて：
「おはよう（ございます）」とせんせいにあいさつしよう

(          あいさつ           )ができたら，シール１まい

シールが（　５　）まい　たまったら、ごうかく

ごほうび：　タブレットで１０ぷんかん　あそべる

個人に対するＰＢＳの記録

（３層支援）に向いています。

シールを貼る位置に印をつけておき，

その印にシールが全部貼れたら，達

成とする。

（数が分からなくても，達成したかど

うかわかる）

イラストやシールは，児童の

興味・関心のあるものを使用する。
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4月12日 4月13日 4月14日 4月15日 4月18日 4月19日 4月20日

1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0

4月21日 4月22日 4月25日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日

1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0

　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日

1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0

達成基準 → 褒め方

（　　）年（　　）組 氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目標 ：
 「おはよう（ございます）」と教師の声かけで挨拶することができる

教師の声かけであいさつできた

できなかった

教師の声かけであいさつできた

できなかった

教師の声かけであいさつできた

できなかった

1点が3回連続
できたら達成

タブレット端末で10分遊ぶ

個人に対するＰＢＳの記録

（３層支援）に向いています。 目標は，支援の度合い（例：一人で，声かけで等）も

含め，具体的に記入する。

児童生徒が「またやってみよ

う！」と思えるような褒め方を考

えることが大切。本人と一緒に

決めるのもGOOD！

連続が難しい場合は，「１週間に

○回できたら」「４点が３回できた

ら」等，子どもの実態に応じて達

成基準を変更する。
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めあて：
「おはよう（ございます）」とせんせいにあいさつしよう

（      あいさつ            )ができたら，シール１まい

ピンクのシールが　5まい　はれたら，ごうかく

ごほうび：　タブレットで１０ぷん　あそべる

一人でできた…ピンクのシール

せんせいといっしょにできた

　　　　　　…きいろのシール

ピンクのシールを貼る位置だけ

ピンクの印をつけておき，その印

にシールが全部貼れたら，達成

とする。
（数が分からなくても，達成したかどう

かわかる）自分から挨拶できた時だけ，

シールを手渡すのでもよい。

褒める機会を増やした方が

効果的な子どもの場合は，

先生と一緒にできても

シールを渡してもよい。
（ただし，シールは違うものを

　用意する。）

イラストやシールは，児童の

興味・関心のあるものを準備する。
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　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日

2 2 2 2 2 2 2

1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0

　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日

2 2 2 2 2 2 2

1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0

達成基準 → 褒め方

（　　）年（　　）組 氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目標：　絵カードを見て「おはよう（ございます）」と
　　　　自分から先生にあいさつできる    

自分からあいさつできた
（ピンクのシール）

先生のうながしであいさつ
できた（黄色のシール）

できなかった

自分からあいさつできた
（ピンクのシール）

先生のうながしであいさつ
できた（黄色のシール）

できなかった

2点が3回連続
できたら達成

タブレット端末で10分遊べる

個人に対するＰＢＳの記録

（３層支援）に向いています。

連続が難しい場合は，「１週間に○回で

きたら」「４点が３回できたら」等，子ども

の実態に応じて達成基準を変更する。

児童生徒が「またやってみよう！」

と思えるような褒め方を考えること

が大切。本人と一緒に決めるのも

GOOD！

目標は，支援の度合い（例：一人で，声かけで等）も含め，具

体的に記入する。

得点化，視覚化することで１段階あが

るだけでも自信につがりやすい。また，

教員も褒める機会が増える。

-11-



5月14日 5月17日 5月18日 5月19日 5月20日 5月21日 5月24日

3 3 3 3 3 3 3

2 2 2 2 2 2 2

1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 2 1 2 2

1 2 3 5 6 8 10

5月25日 5月26日 5月27日 5月28日 5月31日 6月1日 　月　日

3 3 3 3 3 3 3

2 2 2 2 2 2 2

1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0

2 3 2 3 3 3

12 15 17 20 23 26

目標達成 → ごほうび

（　　）年（　　）組 氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目標 ：   登校したら，提出物をカゴに入れよう

1人でできた

先生の声かけでできた

先生と一緒にできた

できなかった

その日の得点

これまでの合計得点

1人でできた

先生の声かけでできた

先生と一緒にできた

できなかった

その日の得点

これまでの得点

25点 タブレットたんまつで10分遊べる

個人に対するＰＢＳの記録

（３層支援）に向いています。
目標は，児童生徒に分かりやすいように

望ましい行動を具体的に記入する。

スモールステップで段階を表示しているため，「今日はここまで

がんばろう」と自分で目標を設定しやすい。

得点化，視覚化することで１段階あが

るだけでも自信につがりやすい。また，

教員も褒める機会が増える。

目標を「できた回数（例：4点が3回連続できる）」で

設定した場合は，合計得点の欄は削除する。

得点が数値化され，視覚的にも

分かりやすい。

達成基準の設定

は、合計得点で

もよいし、できた

回数（「□点が○

回できる（続く）」）

でもよい。

児童生徒が「またやってみよう！」

と思えるような褒め方を考えること

が大切。本人と一緒に決めるのも

GOOD！
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目

標
：

　
登

校
後

，
提

出
物

を
カ

ゴ
に

入
れ

る
こ

と
が

一
人
で
で
き
る

（
　
　

　
年
　

　
組
　

）
　
　

氏
名
（

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
）

　 3 　 2 　 1 　 0

（
点
）    

  5
/1

4 
    

5/
17

    
5/

18
   5

/1
9 

   5
/ 2

0 
 5

/2
1 

  5
/2

4 
  5

/2
5 

  5
/ 2

6 
 5

/ 2
7 

 5
/ 2

8 
 5

/ 3
1 

  6
/1
 
 
 
 
 
 
 

３
点

‥
1人

で
で

き
た

　
  
  

  
  
  

  
  
 2

点
‥

声
か
け

で
で
き
た

　
　

１
点

‥
先
生

と
一
緒

に
で
き

た
　
　
  

  
  

0点
‥

で
き
な

か
っ
た

3点
が

3回
連
続

で
き
た

ら
達
成

1点
以
下

が
7回

連
続

し
た
ら

，
手
立

て
や
目

標
の
修

正
を
行

う

達
成

基
準

中
止

基
準

目
標
が

達
成
し

た
と
き

の
褒
め

方

3
日

お
き

，
1
週

間
に

１
度

な
ど

，
実

態
に

応
じ

て
記

入
。

（
手

書
き

も
可

）

ス
モ

ー
ル

ス
テ

ッ
プ

で
得

点

を
設

定
。

支
援

の
度

合
い

（
一

人
で

，
声

か
け

で
等

）
で

得
点

を
設

定
す

る
の

も
よ

い
。

例
）

提
出
名

人
の
賞

状
を
渡

す

宿
題
な

し
券
を

渡
す

こ
と
ば

で
褒
め

る
　
等

　
中

止
基

準
を

決
め

て
お

く
こ

と
で

，

す
ぐ

に
評

価
→

改
善

へ
と

つ
な

が
る

。

連
続

が
難

し
い

場
合

は
，

「
１

週
間

に
○

回
で

き
た

ら
」
「
４

点
が

３
回

で
き

た
ら

」
等

，
子

ど
も

の
実

態
に

応
じ

て
達

成
基

準
を

変
更

す
る

。

得
点

個
人

に
対

す
る

Ｐ
Ｂ

Ｓ
の

記
録

（
３

層
支

援
）
に

向
い

て
い

ま
す

。

目
標

は
，

支
援

の
度

合
い

（
例

：
一

人
で

，
声

か
け

で
等

）
も

含
め

，
具

体
的

に
記

入
す

る
。

得 点

日
付
（
月
/日
）

児
童

生
徒

が
「
ま

た
や

っ
て

み
よ

う
！

」
と

思

え
る

よ
う

な
褒

め
方

を
考

え
る

こ
と

が
大

切
。

本
人

と
一

緒
に

決
め

る
の

G
O

O
D

！

グ
ラ

フ
は

印
刷

後
手

書
き

で
も

よ
い

。
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　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日

4 4 4 4 4 4 4

3 3 3 3 3 3 3

2 2 2 2 2 2 2

1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0

2 1 3

2 3 6

　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日

4 4 4 4 4 4 4

3 3 3 3 3 3 3

2 2 2 2 2 2 2

1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0

目標達成　 → ごほうび

（　　）年（　　）組氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目標 ：「おはよう（ございます）」と自分から1人以上にあいさつしよう

自分から１人以上にあいさつできた

相手のあいさつの後，あいさつできた

相手のあいさつの後，えしゃくできた

先生のうながしでえしゃくできた

できなかった

その日の得点

これまでの合計得点

自分から１人以上に声を出してできた

相手のあいさつの後，あいさつできた

相手のあいさつの後，えしゃくできた

先生のうながしでえしゃくできた

できなかった

その日の得点

これまでの合計得点

「これまでの合計得点」が
16点以上で達成

タブレットたんまつで10分遊べる

児童生徒が「またやってみよう！」

と思えるような褒め方を考えること

が大切。本人と一緒に決めるのも

GOOD！
得点が数値化され，視覚的にも分かりやすい。

スモールステップで段階を表示しているため，「今日はここまで

がんばろう」と自分で目標を設定しやすい。

得点化，視覚化することで１段階あが

るだけでも自信につがりやすい。また，

教員も褒める機会が増える。

目標の設定は、

合計得点でも

よいし、できた

回数（「□点が

○回できる（続

く）」）でもよい。

個人に対するＰＢＳの記録

（３層支援）に向いています。

目標を「できた回数（例：4点が3回連続できる）」で

設定した場合は，合計得点の欄は削除する。

目標は，児童生徒に分かりやすいように

望ましい行動を具体的に記入する。
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（
　
　

　
年
　

　
組
　

）
　
　

氏
名
（

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
）

 4 　 3 　 2 　 1 　 0

（
点

）

11
/
9
  

1
1
/
 1

0
  

 1
1
/
  

1
1
  

4点
‥
自

分
か

ら
声

を
出

し
て

１
人

以
上
　

  
  

 3
点

‥
相

手
の

挨
拶

後
で

き
た

2点
‥
相

手
の
挨

拶
に

え
し

ゃ
く

　
　
  

  
  

  
 1
点

‥
先

生
の

う
な

が
し

で
え

し
ゃ

く

4点
が

5回
連

続
し

た
ら

達
成

と
す

る

1点
以
下

が
7回

連
続

し
た

ら
，

手
立

て
や

目
標

の
見

直
し

を
行

う

得
点

達
成

基
準

中
止

基
準

目
標

が
達

成
し

た
と

き
の

褒
め

方

例
）

あ
い

さ
つ

名
人

の
賞

状
を

渡
す

宿
題

な
し

券
を

渡
す

こ
と

ば
で

褒
め

る
　

等
　

3日
お

き
，

1週
間

に
１

度
な

ど
，

実
態

に
応

じ

て
記

入
。

（手
書

き
も

可
）

グ
ラ

フ
は

印
刷

後
手

書
き

で
も

よ
い

。
児

童
生

徒
が

「ま
た

や
っ

て
み

よ

う
！

」と
思

え
る

よ
う

な
褒

め
方

を

考
え

る
こ

と
が

大
切

。
本

人
と

一
緒

に
決

め
る

の
も

G
O

O
D

！
ス

モ
ー

ル
ス

テ
ッ

プ
で

得
点

を
設

定
。

支
援

の
度

合
い

（一
人

で
，

声
か

け
で

等
）で

得

点
を

設
定

す
る

の
も

よ
い

。

連
続

が
難

し
い

場
合

は
，

「
１

週
間

に
○

回
で

き
た

ら
」

「４
点

が
３

回
で

き
た

ら
」
等

，
子

ど
も

の
実

態
に

応
じ

て

達
成

基
準

を
変

更
す

る
。

中
止

基
準

を
決

め
て

お
く
こ

と
で

，

す
ぐ

に
評

価
→

改
善

へ
と

つ
な

が
る

。

目
標
：

 「
お
は
よ

う
（
ご

ざ
い
ま

す
）
」

と
自
分
か

ら
１
人

以
上
に

挨
拶
で

き
る
  

個
人

に
対

す
る

Ｐ
Ｂ

Ｓ
の

記
録

（３
層

支
援

）
に

向
い

て
い

ま
す

。

得 点

日
付
（
月
/日
）

目
標

は
，

支
援

の
度

合
い

（
例

：
一

人
で

，
声

か
け

で
等

）

も
含

め
，

具
体

的
に

記
入

す
る

。
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（　　）年（　　）組

11月9日 11月10日 11月11日 11月14日 11月15日 11月16日 　月　日

5 5 5 5 5 5 5

4 4 4 4 4 4 4

3 3 3 3 3 3 3

2 2 2 2 2 2 2

1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0

3 2 5 5 4 5

3 5 10 15 19 24

　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日

5 5 5 5 5 5 5

4 4 4 4 4 4 4

3 3 3 3 3 3 3

2 2 2 2 2 2 2

1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0

目標達成 → ごほうび

氏名（　　　　　　　　　　）

目標 ： 「おはよう（ございます）」と自分から大きな声で3人以上に挨拶しよう

自分から大きな声で3人以上に挨
拶できた

自分から１人以上に声を出して挨
拶できた

相手の挨拶後，声を出して挨拶で
きた

相手の挨拶後，えしゃくできた

先生の声かけでえしゃくできた

できなかった

その日の得点

これまでの合計得点

自分から大きな声で3人以上に挨
拶できた

自分から１人以上に声を出して挨
拶できた

相手の挨拶後，声を出して挨拶で
きた

相手の挨拶後，えしゃくできた

先生の声かけでえしゃくできた

できなかった

その日の得点

これまでの合計得点

20点 タブレットたんまつで10分遊べる

個人に対するＰＢＳの記録

（３層支援）に向いています。
目標は，児童生徒に分かりやすいように

望ましい行動を具体的に記入する。

スモールステップで段階を表示しているため，「今日はこ

こまでがんばろう」と自分で目標を設定しやすい。

目標達成を「できた回数（例：5点が3回連続できる）」

で設定した場合は，合計得点の欄は削除する。

達成基準の設定

は、合計得点で

もよいし、できた

回数（「□点が○

回できる（続く）」）

でもよい。
得点が数値化され，視覚的にも

分かりやすい。

児童生徒が「またやってみよう！」

と思えるような褒め方を考えること

が大切。本人と一緒に決めるのも

GOOD！

得点化，視覚化することで１段階あが

るだけでも自信につがりやすい。また，

教員も褒める機会が増える。
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目

標
：

「
お

は
よ

う
（

ご
ざ

い
ま

す
）

」
と
自

分
か

ら
大

き
な

声
で

3人
以

上
に

挨
拶

で
き

る

（
　

　
　

年
　

  
組

　
　

）
　

氏
名

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
）

5  4 　 3 　 2 　 1 　 0

(点
)

  
1
1
/
9
  

 １
1
/
1
0
  

 1
1
/
1
1
  

 1
1
/
 1

4
  

 1
1
/
1
5
  

1
1
/
 1

6
 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
  

  
  
 

5点
‥
自

分
か

ら
大

き
な

声
で

３
人

以
上

　
　

　
4点

‥
自

分
か

ら
声
を

出
し

て
１

人
以

上
　

3点
‥
自

分
か

ら
相

手
に

え
し

ゃ
く

　
  

  
  

  
2点

‥
相

手
の

あ
い
さ

つ
に

え
し

ゃ
く

　
　

1点
‥
先

生
の

う
な

が
し

で
え

し
ゃ

く
　
　

  
　

0点
‥
で
き

な
か

っ
た

5点
が

5回
連

続
し

た
ら

達
成

と
す

る

1点
以

下
が

7回
連

続
し

た
ら

，
手

立
て

や
目
標

の
変

更
を

行
う

得
点

達
成

基
準

中
止

基
準

目
標

が
達

成
し

た
と

き
の

褒
め

方

3
日

お
き

，
1
週

間
に

１
度

な
ど

，
実

態
に

応
じ

て
記

入
。

（
手

書
き

も
可

）

グ
ラ

フ
は

印
刷

後
手

書
き

で
も

よ
い

。 ス
モ

ー
ル

ス
テ

ッ
プ

で
得

点
を

設
定

。
支

援
の

度
合

い
（
一

人

で
，

声
か

け
で

等
）
で

得
点

を
設

定
す

る
の

も
よ

い
。

児
童

生
徒

が
「
ま

た
や

っ
て

み
よ

う
！

」
と

思

え
る

よ
う

な
褒

め
方

を
考

え
る

こ
と

が
大

切
。

本
人

と
一

緒
に

決
め

る
の

も
G

O
O

D
！

例
）

あ
い

さ
つ

名
人

の
賞

状
を

渡
す

宿
題

な
し

券
を

渡
す

こ
と

ば
で

褒
め

る
　

等
　

中
止

基
準

を
決

め
て

お
く
こ

と
で

，

す
ぐ

に
評

価
→

改
善

へ
と

つ
な

が
る

。

連
続

が
難

し
い

場
合

は
，

「
１

週
間

に
○

回
で

き

た
ら

」
「
４

点
が

３
回

で
き

た
ら

」
等

，
子

ど
も

の
実

態
に

応
じ

て
達

成
基

準
を

変
更

す
る

。

個
人

に
対

す
る

Ｐ
Ｂ

Ｓ
の

記
録

得 点

日
付
（
月
/日
）

目
標

は
，

支
援

の
度

合
い

（
例

：
一

人
で

，
声

か
け

で
等

）

も
含

め
，

具
体

的
に

記
入

す
る

。
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